高野山に於ける圓光大師廟（宗祖遺跡號） by 前田, 聽瑞
高
野
山
に
於
け
ろ
圓
光
大
師
廟
前
田
聽
瑞
一106一
眞
言
密
教
の
大
道
瘍
高
野
山
は
ま
こ
,こ
に
天
下
の
靈
瘍
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
森
嚴
な
名
峰
で
あ
る
。
海
拔
「二
千
尺
の
高
嶺
で
、
頂
上
に
は
廣
濶
な
る
夲
地
が
横
は
り
、
姑
射
、
摩
尼
、
楊
柳
、
轉
軸
な
さ
の
峰
々
が
八
葉
蓮
華
に
形
さ
つ
て
こ
れ
を
圍
む
姿
は
、
そ
の
儘
諸
佛
の
淨
土
た
る
に
ふ
さ
は
し
く
、
ま
こ
ーこ
に
信
仰
の
大
道
瘍
-こ
し
て
申
分
の
な
い
靈
地
で
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
の
御
宇
、
弘
法
大
師
が
こ
の
地
を
奏
請
し
て
こ
・
に
一
大
伽
藍
を
創
設
し
て
以
來
、
星
霜
こ
・
に
千
百
餘
年
、
法
燈
は
綿
々
-こ
し
て
光
輝
い
よ
い
よ
あ
ざ
や
か
に
、
國
家
擁
護
大
衆
利
濟
の
靈
瘍
ε
し
て
、
威
名
ま
す
く
赫
々
た
る
、
弘
法
大
師
の
弘
誓
實
に
奪
し
,こ
中
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
高
野
山
の
歴
史
は
古
り
て
茲
に
千
百
有
餘
年
、
私
は
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
こ
く
」が
許
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
た
・
わ
が
念
佛
の
元
組
法
然
上
人
(
圓
光
大
師
)
の
御
廟
並
に
そ
れ
に
關
係
を
も
つ
事
柄
に
つ
い
て
の
み
考
へ
て
み
る
こ
ーこ
に
す
る
。
も
S
よ
り
精
細
な
研
究
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
私
は
大
正
の
は
じ
め
或
る
因
縁
で
高
野
の
山
で
六
ヶ
年
こ
い
ふ
相
當
永
い
年
月
を
遞
つ
た
。
年
來
高
野
山
ε
い
ふ
も
の
に
親
し
み
の
薄
か
ル
ヘ
へ
つ
た
私
は
、
そ
の
際
能
ふ
限
り
こ
の
山
φ
歴
史
を
知
つ
て
置
き
た
い
ε
思
つ
て
、
敢
て
特
別
の
目
的
を
抱
か
す
に
、
た
号
漫
然
・こ
寺
め
ぐ
り
を
や
つ
た
。
お
寺
の
巡
禮
を
や
つ
て
ゐ
る
間
に
感
じ
た
こ
,こ
は
、
所
謂
不
斷
念
佛
の
道
瘍
が
弘
法
大
師
の
御
膝
元
、
眞
言
宗
の
本
瘍
で
あ
る
高
野
の
山
奥
に
あ
る
・こ
い
ふ
こ
,こ
で
あ
つ
た
。
元
來
、
淨
土
宗
の
畑
で
育
つ
た
私
の
注
意
は
、
さ
う
し
て
も
こ
の
方
面
に
集
注
せ
ざ
る
を
得
　
　
　
 な
い
。
從
つ
て
、
私
は
學
窓
の
餘
暇
よ
く
新
別
所
〔
今
は
靈
嶽
山
圓
逋
寺
律
藏
院
ε
い
ふ
〕
へ
足
を
運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
特
別
の
目
的
を
持
た
な
い
限
り
、
わ
さ
く
新
別
所
へ
出
向
く
人
は
ま
つ
な
い
ε
云
つ
て
よ
い
。
か
の
『、法
然
上
人
行
歌
高
圖
』
に
よ
る
ーこ
、
こ
・
新
別
所
は
東
大
寺
の
念
佛
堂
ご
相
並
べ
て
不
斷
念
佛
の
道
瘍
で
あ
つ
た
ーこ
い
ふ
こ
ε
を
書
い
て
ゐ
る
。
日
ぐ
、
こ
さ
ん
が
み
「
上
人
(
法
然
)
の
勸
化
に
し
た
が
ひ
て
、
念
佛
を
信
仰
の
あ
ま
り
、
か
の
故
山
上
の
醍
醐
に
、
無
常
臨
時
の
念
佛
を
す
・
め
て
、
末
代
の
恒
規
-こ
し
、
そ
の
ほ
か
七
箇
所
に
、
不
断
念
佛
を
興
隆
せ
ら
れ
き
。
東
大
寺
の
念
佛
堂
、
高
野
山
の
新
別
所
等
こ
れ
な
り
。」
(
第
四
十
五
卷
)
ヘ
ロ
も
ヒ
ヘ
ヘ
へ
更
に
『
高
野
春
秋
』
(
第
七
卷
)
を
見
る
ーこ
、
熊
谷
入
道
蓮
生
房
が
前
後
十
四
年
間
も
新
別
所
に
留
ま
り
、
二
十
四
入
の
肚
友
.こ
共
に
念
佛
へ
し
カ
も
へ
生
活
を
途
つ
た
,こ
い
ふ
P
)"/1が
出
て
ゐ
る
。
東
大
寺
の
大
佛
再
建
で
名
高
い
俊
乘
房
重
源
も
亦
こ
の
新
別
所
の
肚
友
の
一
人
で
あ
つ
た
。
む
ろ
ん
十
分
に
調
べ
上
け
た
上
で
な
い
・こ
、
は
つ
き
り
し
た
こ
ーこ
は
云
へ
な
い
が
、
、
わ
が
祺
怯
然
上
人
も
そ
の
頃
高
野
御
登
嶺
の
r)
°/1が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
ε
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、こ
も
角
、
法
然
上
人
の
御
念
佛
が
こ
の
頃
高
野
の
奥
ま
で
這
入
り
込
ん
で
ゐ
た
・こ
い
ふ
こ
ーこ
は
確
か
な
話
で
あ
る
。
、
ヘ
カ
も
ぬ
こ
ん
な
具
合
で
、
法
然
上
人
の
頃
に
は
隨
分
念
佛
行
者
が
高
野
入
り
を
し
て
ゐ
る
。
明
遍
僭
都
も
亦
そ
の
一
人
で
あ
る
。
奥
之
院
御
廟
の
橋
の
ほ
ε
り
、
水
向
所
の
側
に
明
遍
杉
・こ
い
ふ
の
が
あ
る
。
根
元
に
は
明
遍
上
八
の
石
像
を
祀
つ
て
ゐ
る
。
明
遍
上
入
は
少
納
言
遖
憲
の
子
で
あ
つ
て
、
三
論
の
奥
旨
を
極
め
、
世
に
才
名
を
謳
は
れ
て
ゐ
た
け
れ
さ
も
、
深
く
名
利
を
厭
ひ
、
遽
に
高
野
山
に
隱
れ
た
入
で
、
蓮
花
三
隊
院
の
開
基
で
あ
る
。
,こ
こ
ろ
が
、
こ
の
明
遍
上
入
は
、
機
縁
が
熟
し
た
ε
い
ふ
の
か
、
ふ
・こ
し
た
こ
ε
か
ら
す
つ
か
り
法
然
上
人
に
歸
向
し
て
熱
心
な
念
佛
信
　
な
者
-こ
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
『
法
然
上
人
行
歌
高
圖
』
(第
十
六
卷
)
を
披
く
・こ
、
法
然
上
人
が
亡
く
な
つ
た
後
に
は
そ
の
逡
骨
を
一
期
の
聞
頸
に
か
け
て
、
の
ち
に
は
高
野
の
大
將
法
印
貞
曉
(
鎌
倉
右
大
臣
の
子
息
)に
相
傳
へ
ら
れ
砦
あ
る
。
…
ろ
で
、
鬻
馨
秋
』
第
七
、
建
暦
二
年
の
ーこ
こ
ろ
を
披
～
こ
、
一 ・107一
ム
へ
う
も
ヘ
ヘ
へ
し
へ
り
も
へ
も
ヘ
へ
も
へ
　
「
こ
の
年
十
月
(
正
月
の
誤
)廿
五
日
、
淨
土
宗
開
租
法
然
上
人
邏
化
せ
ら
る
。
末
資
等
五
輪
の
石
塔
を
奥
之
院
に
創
立
す
。
熊
谷
入
道
蓮
性
ム
(
生
の
誤
)
の
石
塔
亦
之
を
建
つ
。
未
だ
そ
の
施
主
を
考
へ
す
。
し
S
あ
る
。
そ
し
て
『
高
野
春
秋
』
の
筆
者
懷
英
大
和
爾
は
「
法
然
上
入
の
御
廟
は
そ
の
當
時
新
別
所
に
ゐ
た
法
然
上
人
の
弟
子
た
ち
が
相
寄
つ
て
師
恩
報
謝
の
た
め
に
之
を
立
て
た
の
で
あ
ら
う
」
言
書
き
添
え
て
ゐ
る
。
私
は
未
熟
な
研
究
の
結
果
も
亦
こ
の
懷
英
大
和
爾
の
論
斷
を
無
條
件
に
承
認
す
る
こ
ざ
の
出
來
る
の
を
喜
ん
で
ゐ
る
。
折
角
、
高
野
の
山
奥
に
法
然
上
人
の
石
塔
を
建
て
る
ぐ
ら
ゐ
だ
か
ら
、
無
論
塔
下
に
は
上
人
の
御
骨
を
納
め
奉
つ
た
こ
ε
、
考
へ
ら
れ
る
。
叉
明
遍
上
入
が
一
期
の
間
頸
に
か
け
て
ゐ
た
・こ
い
ふ
法
然
上
人
の
御
骨
が
高
野
の
大
將
法
印
貞
曉
に
相
傳
へ
ら
れ
た
,、旨
い
ふ
話
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
必
す
や
こ
の
御
骨
も
五
輪
の
塔
下
℃
納
め
ら
れ
た
も
の
ε
信
じ
て
よ
い
。
ヘ
ヘ
へ
右
の
や
う
な
次
第
で
、
高
野
の
山
奥
に
圓
光
大
師
の
御
廟
の
あ
る
こ
ε
は
、
不
思
議
で
あ
つ
て
不
思
議
で
な
い
。
御
廟
の
あ
り
か
は
奥
之
院
へ
の
參
詣
道
、
中
の
橋
も
逋
り
す
ぎ
て
頌
徳
殿
ε
い
ふ
建
物
に
さ
し
か
・
る
約
牛
町
ほ
さ
手
前
、
參
詣
馗
の
左
側
に
あ
る
。
今
日
で
は
高
あ
ヘ
へ
野
山
熊
谷
寺
(持
寳
院
S
も
い
ふ
)
の
所
轄
に
な
つ
て
ゐ
る
。
一一108一
